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マグネタイト（Fe3O4）は，フェルミ準位近傍にスピン偏極度-100%の電子状態密度を有するハ

ーフメタルであるとの予測[1,2]から，有力なスピントロニクス材料として注目されている[3]．一方，

バルクに対する材料界面のスピン偏極度低下[4]が原因で，その特性を生かした応用は進んでいな

い[5]．そこで，スピン偏極度を改善させる一つの方法として，Fe3O4(001)表面に対する炭素吸着が

提案された[6]．しかしながら，通電加熱した炭素フォイルによる炭素吸着実験では，均一な吸着

の結果が得られなかった[7]．本研究では，均一な炭素吸着の実現へ向けて，炭素吸着方法を見直

し，また吸着後の真空加熱の効果について調べた． 

マグネタイト試料は，MgO(001)基板に Fe3O4(001)薄膜をエピタキシャル成長させて作成した．

炭素吸着源としては通電加熱したグラッシーカーボンフォイルを用い，試料との距離は 10cm と

した．通電電流 15A（カーボン温度約 1800度）の条件で，2分間の吸着をおこなった．炭素吸着

の膜厚は，5Å程度であった．Fig. 1に，炭素吸着 Fe3O4(001)表面の STM像を示す．Fe3O4(001)表

面の Fe原子列上に炭素吸着が観察されている一方で，クラス

ター状に吸着した炭素もみられている． 

Fig.2は，加熱前後のマグネタイトに対する C1s XPSスペク

トルである．XPS測定により，吸着した炭素は C-C結合の炭

素が占めているが，-COOH等の不純物分子も存在しているこ

とが分かった．不純物除去のために真空中の加熱を試みた結

果，加熱温度 200-300℃では C-C結合の炭素が脱離するととも

に不純物も除去された．さらに 400℃では，C1s の XPS スペ

クトルがブルーシフトし，C-C結合の炭素の一部が C=C結合

の炭素に変わっており，ナノカーボンの形成が示唆

される．炭素吸着の加熱後の構造や電子状態の変化

等の STMによる評価を進めている． 
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Fig. 2. The C1s XPS spectra of carbon adsorbed on 

Fe3O4(001) film surface before and after annealing. 

 
Fig. 1. STM image of the carbon 

adsorbed on Fe3O4(001) film surface. 

Vs = 1.2 V; It = 0.3 nA. 
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